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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

〇 問 題 の 所 在 と 目 的  

こ れま で 日 本 の特 別 支 援 教育 が 培 っ てき た 実 践 知を 発 信 す ると と も に 、国 際 的 な 教育 実 践 の 交流

を 通し て 、 特 別支 援 教 育 の質 を 高 め てい く こ と が重 要 で あ る。 日 本 の 授業 研 究 の 知見 は 国 際 教育 協

力 の分 野 で も 実績 を 有 し てお り 、 そ の一 つ に 「 日本 型 教 育 実践 モ デ ル (Japanese Education Model；

JE モ デ ル )」 が あ る 。 JE モ デ ル の有 効 性 は 、国 際 協力 の 場 で 活用 す る こ とが で き 、 その 実 践 を 通し

て 日本 の 教 育 の質 を 高 め るこ と が で きる か の 検 討に よ っ て 確か め ら れ る (田 中 ,2008)。 特 別 支 援教 育

に 関す る J E モデ ル の 実 践は 極 め て 少な く 、 国 際的 な イ ン クル ー シ ブ 教育 の 潮 流 の中 で 、 特 別支 援

教 育の 培 っ て きた 専 門 性 を展 開 す る こと を ふ ま える と 、 他 国と 協 力 し て取 り 組 む 授業 研 究 プ ログ ラ

ム の開 発 が 求 めら れ る と 考え る 。  

本 研究 の 目 的 は、 特 別 支 援教 育 と り わけ 肢 体 不 自由 教 育 に おけ る 授 業 研究 プ ロ グ ラム の 開 発 を目

指 し、 日 本 と ベト ナ ム に おけ る 共 同 授業 研 究 の 実践 を 通 し て有 効 性 と 課題 を 検 討 する こ と で ある 。

具 体的 に は 、 日本 と ベ ト ナム に お け る共 同 授 業 研究 の 参 加 が、 ベ ト ナ ム人 教 師 （ 教 師 A）の 教 授知 識

に どの よ う な 影響 を 与 え たか を 検 証 した 。  

 

〇 研 究 の 方 法 お よ び 結 果 の 概 要  

 ホー チ ミ ン 市イ ン ク ル ーシ ブ 教 育 サポ ー ト セ ンタ ー に お いて 、 主 に 脳性 ま ひ の 子ど も の 個 別指 導

お よび 集 団 指 導を 担 当 す る教 師 A を 対象 と し た 。授 業 研 究 プロ グ ラ ム では 、 日 本 とベ ト ナ ム の教 師

が 協働 し て 授 業研 究 に 参 加す る こ と から 、 教 師 A の パ ー ト ナー と し て 、日 本 側 で は肢 体 不 自 由教 育

に おけ る 高 い 専門 性 を 身 に付 け て い る教 師 （ 以 下、 教 師 B） を 選 定し た 。プ ロ グ ラ ムは 、 日 本 （ 1

期 ）と ベ ト ナ ム（ 2 期） で 実施 さ れ た 。教 師 A、 教 師 B が 所 属 する 各 機 関 で実 施 さ れ 、講 義 、 質 疑応

答 、授 業 参 観 、計 画 ・ 評 価に 関 わ る カン フ ァ レ ンス を 伴 う 共同 授 業 で 構成 さ れ た 。  

1 期 ・ 2 期 を 通 して 教 師 A に は レ ポー ト 作 成 を依 頼 し、 教 師 A の記 述 内 容 に焦 点 を 当 てて 変 容 を 分

析 する と と も に、 教 師 B の レ ポ ート と ホ ー チミ ン 市イ ン ク ル ーシ ブ 教 育 サポ ー ト セ ンタ ー 所 長 のコ

メ ント で 分 析 を補 足 し た 。  

抽 出し た レ ポ ート の 記 述 を吉 崎 （ 1988） の 教 授 知識 領 域 で 分類 し た と ころ 、 約 89%が 「 児童 生 徒」

と 「教 材 内 容 」ま た は 「 教授 方 法 」 を組 み 合 わ せた 複 合 領 域に 分 類 さ れた 。 授 業 研究 プ ロ グ ラム を

通 した 教 師 A の教 授 知 識 に対 す る 主 要な 効 果 は 次 の 3 つ か ら説 明 で き る。 ① 児 童 生徒 理 解 の ため の

多 角的 な 視 点 の獲 得 、 ② 児童 生 徒 の ニー ズ に 基 づく 授 業 設 計の 考 え 方 の習 得 （ 自 立活 動 に 関 する 基

礎 的理 解 を 含 む ）、 ③ 多 様 な教 授 方 法 への 接 触 で あっ た 。 講 義・ 授 業 観 察・ 共 同 授 業を 組 み 合 わせ た

プ ログ ラ ム 構 成が こ れ ら の成 果 に 大 きく 寄 与 し たと 考 え ら れる 。  

授 業研 究 プ ロ グラ ム に よ る一 定 の 効 果が 確 認 で きた が 、 カ ンフ ァ レ ン ス設 計 の 改 善や 国 際 共 同授

業 研究 に 関 連 する 基 礎 概 念を 扱 う 講 義の 充 実 な ど、 さ ら な る改 良 が 必 要で あ る こ とが 示 唆 さ れた 。

プ ログ ラ ム の 改善 と と も に、 実 践 の 蓄積 が 求 め られ る と い えよ う 。  

【研究成果発表方法】 

 

 研究成果を英文論文としてまとめ、現在、日本特殊教育学会の査読付き学術雑誌であ

る“Journal of Special Education Research”に投稿中である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


